
 

 

  

平成 30年 11月 22日 草津市都市再生本部会議 協議記録 
   

開催日時  平成 30年 11月 22日（木） 午前 9時 55分から午前 10時 20分まで 

開催場所  庁議室 

出 席 者  市長、山本副市長、北中副市長、政策監（兼環境経済部理事）、総合政策部長、総合政策部

理事（情報政策・公社担当）、総合政策部理事（草津未来研究所・行政経営担当）、危機管

理監、代理：総務部副部長（総括）、まちづくり協働部長、代理：環境経済部専門理事、健康

福祉部長、健康福祉部理事（健康福祉政策担当）、子ども家庭部長、都市計画部長、都市

計画部理事（都市再生担当）、技監、建設部長、上下水道部長、教育部長、議会事務局長、

監査委員事務局長 

欠 席 者  教育長、教育部理事（学校教育担当） 

議事概要  下記のとおり 

 

１．開会 

 

２．重要報告  

（１）草津川跡地整備事業（区間１）について 

（２）草津川跡地公園（区間２）民間活動エリアＣブロックについて 

（３）草津川跡地整備事業（区間２）について 

（４）草津川跡地整備事業（区間４）について 

（５）国道１号草津人道橋の整備状況について 

【草津川跡地整備課長から資料に基づき説明】 

【主な質疑・意見】 

・区間１について、左岸市道から、歩行者が湖岸道路の琵琶湖側歩道へ渡る可能性があるため、安全面

から、歩行者が物理的に横断しないための措置を実施することを県に申し入れをしてほしい。 

 →湖岸道路の下を通る立体交差を計画している。道路を渡らない措置については調整する。 

 

・区間１の道路の計画はどのようになっているのか。 

 →右岸道路は緊急時のみ通行可で一般通行はしない。 

 

・国道１号の人道橋について、大江霊仙寺線の橋梁のような透明の板は設置しないのか。 

 →設置しない。 

 

・区間４のトンネルについて、一番古いレンガ造りのトンネルの強度はどうか。 

 →当該部分は鉄道施設ではないため、調査の対象となっていない。 

 

・区間４のトンネルについて、道路としても問題ないと判断したのか。 

 →そのとおり。 

 

・区間１の河道部分を片側に寄せて、敷地を広く使えるように県の方に要望してほしい。 

 →了。 

 


